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一
．
新
た
な
密
約
の
登
場

一
九
六
九
年
一
一
月
、
佐
藤
栄
作
総
理
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク

ソ
ン
大
統
領
と
の
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
沖
縄
の
施
政
権
が
、

一
九
七
二
年
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
日
本
側
に
返
還
さ
れ
る

こ
と
が
き
ま
っ
た
。
一
九
七
一
年
六
月
、
沖
縄
返
還
協
定
が
締
結

さ
れ
、
ま
た
、
施
政
権
の
移
行
を
容
易
に
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
準
備
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
九
七
二
年
五
月
一
五
日
、
沖
縄
は
本

土
に
復
帰
し
た
。

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
四
日
の
外
交
記
録
公
開
で
、
沖
縄
の
施

政
権
返
還
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
実
際
の
返
還
ま
で
の
、
い
わ
ば
移

行
期
に
、
新
た
な
密
約
と
思
わ
れ
る
文
書
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
密
約
と
は
、
そ
の
字
義
ど
お
り
、
国
家

間
（
政
府
間
）
の
秘
密
の
約
束
で
あ
る
。
公
に
す
る
と
、
国
会
で

追
及
を
う
け
、
あ
る
い
は
、
国
民
か
ら
非
難
さ
れ
る
事
項
が
盛
り

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
相
手
国
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
口
頭
の
了
解
で

済
ま
せ
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
非
公
表
文
書
と
い
う
形
式
が
用
い

ら
れ
る
。
政
府
は
、
国
会
や
国
民
に
対
し
、
そ
う
し
た
密
約
の
存

在
を
否
定
す
る
答
弁
や
説
明
を
繰
り
返
す
の
が
通
例
と
な
っ
て
き

た
。密

約
が
と
く
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
、
自
民
党
か

ら
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
が
行
な
わ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
民
主
党
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約
文
書
は
存
在
し
な
い
が
、
他
の
文
書
や
証
言
か
ら
密
約
の
存
在

が
裏
付
け
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
基
準
に
照
ら
し
、

上
述
の
⑴
は
広
義
の
密
約
、
⑵
は
狭
義
の
密
約
、
⑶
は
密
約
で
は

な
い
、
⑷
は
広
義
の
密
約
と
の
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
い
ず
れ
も
史
料
面
で
の
制
約
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
分
析

に
お
い
て
も
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
密
約
が
交
わ
さ
れ
た
の

か
、
そ
の
経
緯
が
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
密
約
を

交
わ
し
た
経
緯
を
示
す
文
書
が
あ
れ
ば
、
密
約
の
有
無
の
判
断
が

容
易
に
な
る
。
そ
う
し
た
文
書
が
な
い
と
、
文
書
の
意
味
と
は
何

か
、
あ
る
い
は
、
文
書
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
か
、
分
析
が

困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
。

こ
れ
に
対
し
、
今
回
、
沖
縄
の
施
政
権
移
行
期
（
一
九
六
九
年

一
一
月
の
日
米
首
脳
合
意
か
ら
一
九
七
二
年
五
月
一
五
日
の
施
政

権
返
還
ま
で
の
期
間
）
に
、
密
約
が
交
わ
さ
れ
た
経
緯
を
含
め
、

密
約
を
示
す
文
書
が
新
た
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
密
約
文
書
が
作

成
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
一
一
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第

二
〇
回
日
米
協
議
委
員
会
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
同

協
議
委
員
会
の
設
立
の
経
緯
お
よ
び
そ
の
後
の
発
展
に
つ
い
て
説

明
し
て
お
こ
う
。

同
協
議
委
員
会
の
設
置
は
、
一
九
六
二
年
一
月
の
大
平
正
芳
外

は
、
歴
代
自
民
党
政
権
が
交
わ
し
て
き
た
と
さ
れ
る
密
約
に
焦
点

を
し
ぼ
り
、
政
権
が
交
代
す
れ
ば
、
密
約
の
調
査
を
行
な
う
こ
と

を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
。
現
実
に
、
政
権
交
代
が
行
な
わ
れ
、
密

約
の
有
無
が
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
際
、
密
約
と
し
て
は
、
ま
ず
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定

時
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
前
協
議
制
度
に
、
事
前
協
議
を
必
要
と
し

な
い
例
外
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
が
あ
っ
た
。
こ
の

例
外
は
ふ
た
つ
に
分
け
ら
れ
、
⑴
核
搭
載
艦
船
の
寄
港
は
事
前
協

議
を
必
要
と
し
な
い
密
約
、
⑵
朝
鮮
有
事
の
際
、
米
軍
の
戦
闘
作

戦
行
動
に
は
事
前
協
議
を
必
要
と
し
な
い
と
の
密
約
で
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
六
九
年
に
決
ま
っ
た
沖
縄
返
還

に
関
連
す
る
。
こ
れ
も
ふ
た
つ
に
分
け
ら
れ
、
⑶
返
還
後
の
沖
縄

に
、
緊
急
時
に
は
、
事
前
協
議
の
際
、
米
軍
の
核
持
ち
込
み
を
是

認
す
る
と
の
密
約
、
そ
れ
に
、
⑷
沖
縄
返
還
に
あ
た
り
、
巨
額
の

財
政
補
償
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
財
政
密
約
で
あ
っ

た
。こ

れ
ら
密
約
の
分
析
に
あ
た
っ
た
有
識
者
委
員
会
は
、

二
〇
一
〇
年
三
月
に
報
告
書
を
提
出
し
、
狭
義
・
広
義
と
い
っ
た

概
念
を
用
い
、
密
約
の
存
否
を
論
じ
て
い
る
（
1
）
。
狭
義
と
は
密
約
を

示
す
文
書
そ
れ
自
体
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
り
、
広
義
と
は
、
密

一
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揚
（
一
九
六
七
年
）、
国
政
参
加
（
一
九
六
八
年
）
な
ど
の
問
題

に
取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
、
一
九
六
九
年
一
一
月
に
沖
縄
の
施
政
権
返
還
が
き

ま
っ
た
の
を
受
け
、
一
九
七
〇
年
三
月
、「
沖
縄
の
復
帰
準
備
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公

文
（
6
）
」
に
よ
っ
て
、
日
米
協
議
委
員
会
は
、
施
政
権
返
還
の
準
備
作

業
に
対
す
る
全
般
的
な
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

密
約
が
交
わ
さ
れ
た
第
二
〇
回
協
議
委
員
会
に
お
け
る
最
大
の

議
題
は
、
す
で
に
準
備
委
員
会
で
合
意
さ
れ
て
い
た
「
返
還
時
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
民
政
の
諸
権
限
の
日
本
国
へ
の
移
行

を
容
易
に
す
る
た
め
の
合
意
」（
以
下
、「
権
限
移
行
合
意
」
と
呼

ぶ
。）
案
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
準
備
委
員
会
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
、
こ
の
協
議
委
員
会
は
、
会
議
の

進
行
お
よ
び
発
言
に
つ
い
て
台
本
が
作
ら
れ
、
そ
の
通
り
に
議
事

進
行
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
権
限

移
行
合
意
」
案
の
一
部
に
異
論
を
唱
え
、
同
協
議
委
員
会
に
出
席

し
な
い
と
言
い
出
し
た
の
が
、
委
員
の
山
中
貞
則
総
務
長
官
で
あ

る
。
日
本
政
府
か
ら
琉
球
政
府
へ
の
援
助
計
画
に
、
依
然
と
し
て

ア
メ
リ
カ
政
府
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
項
目
を
削
除
す
る

よ
う
要
求
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
協
議
委

務
大
臣
と
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
米
大
使
と
の

間
で
、
原
則
的
な
合
意
に
い
た
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
2
）
。
そ
れ
か
ら
二

年
を
経
て
、
一
九
六
四
年
一
月
、「
琉
球
諸
島
に
対
す
る
経
済
援

助
に
関
す
る
協
議
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文
（
3
）
」
に
よ
っ
て
日
米
協
議
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

設
置
ま
で
時
間
を
要
し
た
背
景
に
は
、
日
米
の
思
惑
の
違
い
が

あ
っ
た
。
日
本
側
は
、
施
政
権
返
還
問
題
も
協
議
委
員
会
の
協
議

事
項
に
含
め
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
へ
の
足
が
か
り
に
し
よ
う
と
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
も
っ
ぱ
ら
沖
縄
の
経
済
開

発
と
沖
縄
の
人
々
の
福
祉
・
安
寧
を
増
進
す
る
た
め
の
援
助
の
供

与
の
み
を
対
象
と
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
（
4
）
。
け
っ
き
ょ
く
、
施
政

権
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
側
の
意
向
に
沿
い
、
政
経
分
離
の
形
で
協

議
委
員
会
は
設
置
さ
れ
た
。

第
一
回
日
米
協
議
委
員
会
は
、
一
九
六
四
年
四
月
に
開
催
さ
れ
、

一
九
七
一
年
一
月
の
第
二
一
回
で
そ
の
役
割
を
終
え
る
（
5
）（
会
議
の

開
催
状
況
に
つ
い
て
は
、
表
1
を
参
照
）。
こ
の
協
議
委
員
会
は
、

当
初
、
沖
縄
の
経
済
・
福
祉
の
面
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
機
能
が
拡
大
さ
れ
、
沖
縄
住
民
に
対
す
る
旅
券
発
給
事

務
の
日
本
へ
の
委
譲
（
一
九
六
六
年
）、
沖
縄
船
舶
の
日
の
丸
掲

一
三
一
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員
会
の
進
行
と
し
て
は
前
代
未

聞
の
こ
と
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
協
議
委
員
会
の

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
側
は

外
務
大
臣
と
総
理
府
総
務
長
官
、

ア
メ
リ
カ
側
は
駐
日
大
使
で
あ

る
。
第
二
〇
回
協
議
委
員
会
で

は
、
外
務
大
臣
が
愛
知
揆
一
、
総

務
長
官
が
山
中
貞
則
、
そ
れ
に
、

駐
日
大
使
は
ア
ー
ミ
ン
・
Ｈ
・

マ
イ
ヤ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
山
中
長
官
は
、
一
九
七
〇

年
一
月
に
総
務
長
官
に
就
任
、

翌
一
九
七
一
年
七
月
の
内
閣
改

造
で
総
務
長
官
留
任
、
さ
ら
に
、

一
九
七
二
年
五
月
の
沖
縄
復
帰

時
に
は
、
初
代
の
沖
縄
開
発
庁

長
官
に
起
用
さ
れ
、
三
期
連
続

で
「
沖
縄
担
当
相
」
を
つ
と
め

た
経
歴
を
有
す
る
（
7
）
。

表 1　日米協議委員会の開催状況

回 開催日 日本政府から琉球政府への援助額（概数）
第 1回 1964年 4 月25日
第 2回 1964年 9 月16日
第 3回 1964年11月17日
第 4回 1964年12月14日 1965年度　29億円
第 5回 1965年 5 月17日
第 6回 1965年 9 月20日
第 7回 1965年10月27日
第 8回 1965年11月 4 日 1966年度　58億円
第 9回 1966年 5 月 9 日
第10回 1966年10月18日
第11回 1967年 1 月25日
第12回 1967年 3 月 1 日 1967年度　104億円
第13回 1968年 1 月11日 1968年度　154億円
第14回 1968年 7 月 1 日
第15回 1968年10月 9 日
第16回 1968年10月25日
第17回 1969年 1 月13日 1969年度　217億円
第18回 1970年 2 月13日 1970年度　230億円
第19回 1970年 4 月21日
第20回 1970年11月19日
第21回 1971年 1 月19日 1971年度　567億円

（注） 　当時の琉球政府の会計年度は， 7月から翌年 6月までであったため，日
本政府の実際の支出はその年度と翌年度の 2年に分けられていた。ただ，
それではわかりにくいので，協議委員会で合意された翌年度の支出額をそ
のまま記載している。

出所： 日米協議委員会に関する史料が収録してあるCD-R H22-005，および，
CD-R H27-001，外交史料館をもとに作成した。

一
三
二



沖
縄
の
施
政
権
移
行
期
に
交
わ
さ
れ
た
密
約
（
信
夫
）

（
一
〇
五
七
）

リ
ー
・
ト
ー
キ
ン
グ
は
、
委
員
会
閉
会
後
に
行
な
わ
れ
、
委
員
会

自
体
の
議
事
内
容
に
は
含
ま
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
〇
年

一
一
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
る
第
二
〇
回
協
議
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
「
事
件
」
が
起
き
た
。
山
中
総
務
長
官
が
、
議
題

の
「
権
限
移
行
合
意
」
案
の
文
言
に
異
論
を
と
な
え
、
一
一
月

一
三
日
頃
か
ら
、
協
議
委
員
会
に
出
席
し
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し

た
の
で
あ
る
。
同
委
員
会
開
催
前
日
の
一
八
日
に
い
た
っ
て
も
、

山
中
長
官
の
意
向
は
不
変
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
総
務
長
官

が
出
席
し
な
い
と
言
い
出
す
な
ど
、
異
例
中
の
異
例
と
い
う
ほ
か

な
い
。
こ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
に
向
け
た
準
備
に
あ
た
る
組
織
に
つ

い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
一
九
六
九
年
一
一
月
二
一
日
に
発
表

さ
れ
た
日
米
共
同
声
明
第
一
〇
項
に
は
、「
総
理
大
臣
と
大
統
領

は
、
沖
繩
の
復
帰
に
伴
う
諸
問
題
の
複
雑
性
を
認
め
、
両
国
政
府

が
、
相
互
に
合
意
さ
れ
る
べ
き
返
還
取
決
め
に
従
っ
て
施
政
権
が

円
滑
に
日
本
政
府
に
移
転
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
諸

措
置
に
つ
き
緊
密
な
協
議
を
行
な
い
、
協
力
す
べ
き
こ
と
に
意
見

の
一
致
を
み
た
。
両
者
は
、
東
京
に
あ
る
日
米
協
議
委
員
会
が
こ

の
準
備
作
業
に
対
す
る
全
般
的
責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
に
合
意
し

た
。
総
理
大
臣
と
大
統
領
は
、
琉
球
政
府
に
対
す
る
必
要
な
助
力

本
題
に
戻
る
と
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
山
中
長
官
の
異
論
の
一

部
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
了
解
も
得
て
、「
権
限
移
行
合
意
」
案
か

ら
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
こ
の
部
分
は
、
非
公
表
の
「
了
解
覚
書
」（
英
文
・
日
本

文
）
に
盛
り
込
ま
れ
、
け
っ
き
ょ
く
、
当
初
の
「
権
限
移
行
合

意
」
案
の
趣
旨
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
密
約
と
い
わ
れ
る
文
書
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、

そ
の
文
書
が
作
ら
れ
た
経
緯
が
わ
か
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ

れ
に
対
し
、
今
回
、
公
表
さ
れ
た
「
権
限
移
行
合
意
」
案
に
も
と

づ
く
「
了
解
覚
書
」
は
、
明
ら
か
な
密
約
で
あ
り
、
ま
た
、
文
書

作
成
に
い
た
る
経
緯
が
明
確
に
わ
か
る
例
外
的
な
事
例
と
い
え
る
。

ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
密
約
が
作
成
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
手
口
と

い
う
べ
き
も
の
が
判
明
し
た
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
。

以
下
、「
権
限
移
行
合
意
」
案
を
め
ぐ
る
議
論
の
推
移
を
た
ど

り
な
が
ら
、
密
約
が
締
結
さ
れ
る
手
口
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
．「
権
限
移
行
合
意
」
案

前
述
の
よ
う
に
、
日
米
協
議
委
員
会
で
は
、
進
行
・
発
言
内
容

は
す
べ
て
台
本
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
し
た
が
い
議
事
が

粛
々
と
進
め
ら
れ
る
慣
行
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
委
員
の
フ

一
三
三
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機
能
を
遂
行
す
る
の
を
援
助
す
る
た
め
、
同
政
府
の
業
務
に
対
す

る
日
本
国
政
府
の
職
員
の
参
加
を
増
加
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

さ
ら
に
、
米
国
政
府
は
、
一
定
の
諸
機
能
の
遂
行
を
停
止
し
、
日

本
国
政
府
は
、
相
互
に
合
意
さ
れ
た
態
様
で
そ
れ
ら
の
機
能
を
行

な
う
。
ま
た
、
米
国
政
府
及
び
日
本
国
政
府
は
、
日
本
国
政
府
が

米
国
政
府
の
遂
行
す
る
一
定
の
諸
機
能
に
参
加
す
る
こ
と
に
合
意

す
る
。」
と
な
っ
た
（
10
）
。

こ
の
米
民
政
府
の
諸
機
能
の
日
本
政
府
へ
の
委
任
及
び
停
止
は
、

以
下
の
よ
う
に
段
階
を
お
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

第
一
段
階　

現
在
か
ら
日
本
国
及
び
米
国
間
に
お
け
る
返
還
協

定
署
名
の
日
ま
で
。

第
二
段
階　

返
還
協
定
署
名
の
日
か
ら
必
要
な
立
法
府
の
支
持

が
え
ら
れ
る
日
ま
で
。

第
三
段
階　

必
要
な
立
法
府
の
支
持
が
え
ら
れ
た
日
か
ら
返
還

の
日
ま
で
。

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
日
よ
り
、
米
国

政
府
が
遂
行
を
停
止
す
る
リ
ス
ト
と
し
て
、「
権
限
移
行
合
意
」

案
3
．に
、
以
下
の
一
四
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

を
含
む
施
政
権
の
移
転
の
準
備
に
関
す
る
諸
措
置
に
つ
い
て
の
現

地
に
お
け
る
協
議
お
よ
び
調
整
の
た
め
、
現
存
の
琉
球
列
島
高
等

弁
務
官
に
対
す
る
諮
問
委
員
会
に
代
え
て
、
沖
繩
に
準
備
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
準
備
委
員
会
は
、
大
使
級
の
日
本
政

府
代
表
お
よ
び
琉
球
列
島
高
等
弁
務
官
か
ら
成
り
、
琉
球
政
府
行

政
主
席
が
委
員
会
の
顧
問
と
な
ろ
う
。
同
委
員
会
は
、
日
米
協
議

委
員
会
を
通
じ
て
両
国
政
府
に
対
し
報
告
お
よ
び
勧
告
を
行
な
う

も
の
と
す
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
8
）
。

こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
の
準
備
は
、

す
で
に
東
京
に
置
か
れ
て
い
た
日
米
協
議
委
員
会
と
、
沖
縄
に
設

置
さ
れ
る
準
備
委
員
会
と
が
協
力
し
て
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
米
協
議
委
員
会
が
、
復
帰
の
た
め
の
準
備
作
業
に
対
す
る
全
般

的
責
任
を
負
い
、
沖
縄
の
準
備
委
員
会
は
、
琉
球
政
府
に
対
す
る

必
要
な
助
力
を
含
め
、
施
政
権
の
移
転
の
準
備
に
関
す
る
諸
措
置

に
つ
き
、
現
地
に
お
け
る
協
議
・
調
整
の
機
能
を
果
た
す
（
9
）
。

一
一
月
九
日
に
開
か
れ
た
第
七
回
準
備
委
員
会
で
、「
権
限
移

行
合
意
」
案
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
沖
縄
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
米
国
と
い
う
。）
の
施
政
権
は
、
返
還

の
と
き
ま
で
そ
の
ま
ま
保
持
さ
れ
る
が
、
返
還
時
に
お
け
る
施
政

権
の
移
転
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
米
国
政
府
は
、
米
国
民
政
府
の

一
三
四
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縄
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こ
の
よ
う
に
、
一
二
月
一
日
よ
り
、
琉
球
政
府
の
農
林
、
文
教
、

法
務
、
産
業
等
各
局
が
果
た
し
て
い
る
諸
機
能
に
、
日
本
政
府
が
、

沖
縄
・
北
方
対
策
庁
沖
縄
事
務
局
を
通
じ
、
米
民
政
府
に
か
わ
り
、

助
言
と
援
助
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
11
）
。
た
だ
、
こ
の

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
、
米
民
政
府
か

ら
の
助
言
と
援
助
が
停
止
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

項
目
に
よ
っ
て
は
、
例
外
規
定
、
つ
ま
り
、
米
民
政
府
の
助
言
と

援
助
を
継
続
す
る
規
定
も
お
か
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
う
ち
、

二
点
に
つ
い
て
、
山
中
長
官
は
異
論
を
と
な
え
た
。

第
一
の
異
論
は
、「
3
．⑴
琉
球
政
府
に
対
す
る
日
本
国
政
府
援

助
計
画
の
管
理
に
関
す
る
監
督
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
準
備
委
員

会
で
承
認
さ
れ
た
原
案
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
は
、
日
本
国
政
府
年
次
援
助
計
画
案
の
日
本
国
政
府

大
蔵
省
提
出
日
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
る
検
討
・
承
認
の
機
能

は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
米
国
政
府
は
、
日
本
国
政
府
の
閣
議

0
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0

0
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（
傍

⑴　

琉
球
政
府
に
対
す
る
日
本
国
政
府
援
助
計
画
の
管
理
に
関

す
る
監
督

⑵　

琉
球
政
府
農
林
局
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⑶　

琉
球
政
府
建
設
局
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⑷　

琉
球
政
府
文
教
局
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⑸　

琉
球
政
府
裁
判
所
、
法
務
局
及
び
検
察
庁
に
対
す
る
助
言

と
援
助

⑹　

琉
球
政
府
総
務
局
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⑺　

琉
球
政
府
産
業
局
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⑻　

琉
球
政
府
厚
生
局
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⑼　

労
働
計
画
の
管
理
及
び
労
働
組
合
の
育
成
に
つ
い
て
の
琉

球
政
府
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⑽　

経
済
統
計
の
収
集
、
分
析
、
報
告
及
び
予
測
に
つ
い
て
の

琉
球
政
府
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⑾　

琉
球
政
府
刑
務
所
及
び
少
年
院
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⑿　

琉
球
列
島
に
お
け
る
消
防
関
係
部
門
に
対
す
る
助
言
と
援

助
⒀　

米
国
の
所
有
に
属
さ
な
い
航
路
標
識
の
運
営
と
維
持
に
つ

い
て
の
琉
球
政
府
に
対
す
る
助
言
と
援
助

⒁　

琉
球
人
が
所
有
し
、
経
営
す
る
企
業
に
対
す
る
助
言
と
援
助

一
三
五
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米
琉
法
案
審
査
委
員
会
の
機
能
は
、
こ
の
機
能
に
関
す
る
米

国
の
助
言
と
援
助
の
停
止
に
よ
っ
て
如
何
な
る
制
限
を
受
け
る

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
停
止
は
、
琉
球
列
島
へ
の
出
入
に

関
す
る
助
言
と
援
助
の
付
与
は
含
ま
れ
な
い
。

密
約
が
問
題
と
な
る
の
は
第
一
の
異
論
に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ

れ
は
つ
ぎ
の
節
で
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
第
二
の
異
論
に
つ
い

て
論
じ
て
お
く
。
そ
れ
が
、
第
一
の
異
論
を
理
解
す
る
う
え
で
も

役
立
つ
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

こ
の
第
二
の
異
論
の
中
で
、
と
く
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
琉

球
列
島
へ
の
出
入
が
、
従
来
通
り
、
米
政
府
の
助
言
と
援
助
の
下

に
置
か
れ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
山
中
長
官
は
、「
累
次
国
会

答
弁
と
矛
盾
す
る
印
象
を
与
え
る
」
と
し
て
問
題
と
し
た
の
で
あ

る
（
12
）
。当

時
の
国
会
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
一
〇
月
七
日
開

催
の
参
議
院
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
野
党
議
員
か
ら
、
沖
縄
へ

の
渡
航
拒
否
の
理
由
、
ま
た
は
、
許
諾
の
基
準
に
つ
い
て
、
米
民

政
府
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
回
答
を
山
中
長
官

は
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
山
中
長
官
は
、「
施
政
権
者
で
あ
る

米
側
と
し
て
は
、
公
安
局
の
立
場
か
ら
入
域
許
可
と
い
ろ
﹇
う
﹈

点
は
筆
者
に
よ
る
強
調
。）

傍
点
部
分
が
、
一
一
月
一
九
日
の
第
二
〇
回
協
議
委
員
会
に
お

い
て
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
文
言
は
、
い
さ
さ
か
わ
か
り
に
く
い
が
、
第
一
文
の
「
こ

れ
に
は
、
…
含
ま
れ
な
い
。」
と
あ
る
「
こ
れ
」
と
は
、
停
止
の

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
文
は
、
日
本
国
政
府
年
次
援
助
計
画
案
の
日

本
国
政
府
大
蔵
省
提
出
日
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
る
検
討
・
承
認

の
機
能
は
、
今
後
も
引
続
き
お
こ
な
わ
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
第
二
文
と
第
三
文
は
、
日
本
政
府
の
琉
球
政
府
へ
の
援
助
計

画
案
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
閣
議
承
認
前
に
米
政
府
が
承
認
し
て
き

た
が
、
そ
の
手
続
き
を
継
続
し
、
閣
議
承
認
後
は
、
同
計
画
案
に

変
更
が
あ
る
場
合
（
軽
微
な
も
の
を
除
く
）、
あ
ら
た
め
て
、
米

政
府
の
同
意
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二

年
中
の
沖
縄
返
還
が
決
ま
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政

府
に
よ
る
沖
縄
援
助
計
画
案
に
対
す
る
米
政
府
の
承
認
は
、
引
き

続
き
必
要
と
さ
れ
た
の
だ
。

第
二
の
異
論
は
、「
3
．⑸
琉
球
政
府
裁
判
所
、
法
務
局
及
び
検

察
庁
に
対
す
る
助
言
と
援
助
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

一
三
六
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う
こ
と
で
は
国
民
感
情
の
上
か
ら
問
題
も
あ
る
の
で
、
そ
の
点

配
慮
願
い
た
い
（
14
）
。

こ
れ
に
対
し
、
マ
イ
ヤ
ー
大
使
か
ら
、「
山
中
大
臣
の
発
言
は

理
解
し
て
お
り
、
米
側
に
お
い
て
も
誤
解
は
な
い
。
復
帰
準
備
委

員
会
の
活
動
振
り
に
満
足
し
て
い
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
こ
の

問
題
は
落
着
し
た
。

三
．「
了
解
覚
書
」
で
の
処
理

山
中
長
官
の
第
一
の
異
論
に
つ
い
て
移
り
た
い
。
合
意
の
原
案

は
、
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
合
意
案
の
後
段
に
、「
我
国
内

部
の
手
続
的
事
項
に
か
か
わ
る
文
言
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
不
適

当
な
り
」
と
、
山
中
長
官
は
指
摘
し
た
と
い
う
（
15
）
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
異
論
が
出
た
の
だ
ろ
う
か
。
外
務
省
の
調
査

に
よ
る
と
、「『
合
意
』
の
対
米
交
渉
中
、
同
庁
と
緊
密
に
連
絡
し

て
文
言
に
つ
き
同
庁
の
同
意
を
得
て
確
定
し
た
経
緯
が
、
何
ら
同

庁
よ
り
山
中
長
官
に
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
同
長
官
も

『
合
意
』
の
内
容
に
つ
き
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
山
野
対
策
庁
長
官
の
山
中
長
官
へ
の
説
明
ぶ
り
の
不
手
際
に

よ
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
16
）
。

立
場
を
も
っ
て
拒
否
件
数
が
あ
り
ま
す
こ
と
は
私
も
承
知
い
た
し

て
お
り
ま
す
し
、
原
則
的
に
た
い
へ
ん
遺
憾
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
か
り
に
そ
の
権
利
を
行
使
し
続
け
て
も
、
あ
と
残
る

と
こ
ろ
わ
ず
か
の
年
数
で
あ
り
、
日
米
友
好
と
い
う
こ
と
を
念
ず

る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
、
私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
不
必
要
あ
る
い

は
神
経
過
敏
に
近
い
そ
う
い
う
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
も
の
は
、
必
要

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
私
は
思
う
わ
け
で
す
。」
と
答
弁
し

て
い
る
（
13
）
。
さ
ら
に
、
米
側
か
ら
の
回
答
が
依
然
と
し
て
き
て
い
な

い
旨
も
付
け
加
え
た
。

山
中
長
官
と
し
て
は
、
返
還
も
間
近
に
せ
ま
っ
て
お
り
、
沖
縄

の
出
入
に
つ
い
て
、
米
政
府
が
依
然
と
し
て
助
言
を
す
る
よ
う
な

制
度
に
、
不
満
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
結
果

と
し
て
、
第
二
〇
回
協
議
委
員
会
で
、
原
案
通
り
、
承
認
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、
山
中
長
官
が
つ
ぎ
の
よ
う

な
発
言
を
す
る
こ
と
で
、
決
着
を
み
た
。

米
国
が
沖
縄
列
島
へ
の
出
入
管
理
問
題
を
返
還
時
ま
で
留
保

す
る
こ
と
は
施
政
権
者
と
し
て
当
然
で
あ
り
、
か
か
る
米
国
の

施
政
権
に
異
を
唱
え
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
が
、
返
還
も
間
近

い
沖
縄
の
出
入
国
に
つ
き
日
本
政
府
は
何
ら
関
与
し
な
い
と
い

一
三
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一
八
日
に
な
っ
て
、
愛
知
外
務
大
臣
か
ら
指
示
も
あ
り
、
ま
た
、

急
遽
、
米
側
と
も
協
議
し
た
結
果
、「
合
意
」
の
本
文
よ
り
、
以

下
に
あ
る
文
書
1
の
手
書
き
の
線
で
囲
ま
れ
た
部
分
を
削
除
し
、

そ
の
部
分
を
非
公
表
の
「
了
解
覚
書
」
と
し
、
こ
れ
に
、
協
議
委

員
会
の
席
上
、
外
務
大
臣
、
総
務
長
官
、
米
大
使
が
イ
ニ
シ
ャ
ル

す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
（
17
）
。

こ
の
「
了
解
覚
書
」
に
は
、
日
英
両
文
が
存
在
す
る
（
文
書
2

を
参
照
（
18
）
）。
そ
の
い
ず
れ
に
も
、
愛
知
外
務
大
臣
、
マ
イ
ヤ
ー
駐

日
大
使
、
山
中
長
官
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
あ
る
。
マ
イ
ヤ
ー
大
使
の

イ
ニ
シ
ャ
ル
はahm

で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
愛
知
外
務

大
臣
は
、
英
文
の
「
了
解
覚
書
」
に
は
、「K

A
.

」
と
記
し
て
い

る
の
に
対
し
、
日
本
文
の
了
解
覚
書
に
は
、「
愛
知
」
と
漢
字
で

姓
の
部
分
の
み
を
記
し
て
い
る
。
日
本
文
へ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
と
い

う
こ
と
で
、
愛
知
大
臣
が
戸
惑
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

「
了
解
覚
書
」
の
日
本
文
の
本
文
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
日
採
択
さ
れ
た
「
返
還
時
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

民
政
の
諸
権
限
の
日
本
国
へ
の
移
行
を
容
易
に
す
る
た
め
の
合

意
」
3
．⑴
に
関
し
、
日
本
国
政
府
の
閣
議
で
承
認
を
求
め
る

前
に
行
な
う
日
本
国
政
府
の
援
助
計
画
案
の
最
終
的
検
討
、
承

文書 1　「権限移行合意」案の削除部分

出所： 「返還時におけるアメリカ合衆国の民政の諸権限の日本国への移行を容易
にするための合意」（秘），1970年11月 9 日，ファイル名：沖縄関係／日
米協議委員会開催関係，CD-R H27-001，外交史料館。
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縄
の
施
政
権
移
行
期
に
交
わ
さ
れ
た
密
約
（
信
夫
）

（
一
〇
六
三
）

認
の
機
能
を
米
国
政
府
が
引
続
き
遂
行
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ

る
。
ま
た
、
本
件
援
助
計
画
の
閣
議
承
認
後
は
、
そ
の
計
画
の

軽
微
な
変
更
以
外
の
い
か
な
る
変
更
も
、
米
国
政
府
の
同
意
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

3
．⑴
の
第
二
文
・
第
三
文
が
削
除
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
「
了
解

覚
書
」
と
な
っ
て
い
る
。
協
議
委
員
会
で
の
や
り
と
り
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
か
。
ま
ず
は
、
委
員
会
の
進
行
を
記
し
た

「
議
長
用
メ
モ
」
を
み
て
み
よ
う
。「　

」
で
示
し
た
部
分
が
、
議

長
（
愛
知
外
務
大
臣
）
の
発
言
で
あ
り
、
そ
の
他
の
部
分
は
、

（　

）
で
記
さ
れ
て
い
る
（
19
）
。

「
こ
こ
で
、
お
手
許
の
代
表
会
議
﹇
筆
者
注
：
準
備
委
員
会

を
指
す
﹈
に
お
け
る
合
意
文
書
中
の
一
部
修
正
に
つ
い
て
御
説

明
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
同
文
書
の
3
．⑴
「
琉
球
政
府
に
対

す
る
日
本
国
政
府
援
助
計
画
の
管
理
に
関
す
る
監
督
」
の
項
目

に
関
す
る
表
現
の
中
で
、「
米
国
政
府
は
、
日
本
国
政
府
の
閣

議
で
承
認
を
求
め
る
前
に
行
な
う
日
本
国
政
府
の
援
助
計
画
案

の
最
終
的
検
討
、
承
認
機
能
の
遂
行
を
継
続
す
る
。
さ
ら
に
、

援
助
計
画
に
関
す
る
閣
議
承
認
後
そ
の
計
画
の
軽
微
な
変
更
以

文書 2　了解覚書の英文・日本文

出所： 「了解覚書」（極秘），1970年11月19日，ファイル名：沖縄関係／日米協議
委員会開催関係，CD-R H27-001，外交史料館。
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今
次
会
議
の
直
前
に
至
り
一
一
月
九
日
の
第
七
回
準
備
委
代

表
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
合
意
案
文
中
の
第
3
項
⑴
の
後

段
を
急
遽
削
除
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。
沖
縄

の
返
還
交
渉
が
マ
イ
ヤ
ー
大
使
、
ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
の

努
力
に
よ
り
友
好
円
満
裡
に
は
こ
ば
れ
て
い
る
折
柄
、
か
か
る

申
入
れ
は
外
交
上
異
例
と
は
思
う
が
、
上
記
削
除
部
分
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
米
側
の
機
能
は
手
続
的
、
形
式
的
な
も
の
で
あ
り
、

復
帰
時
ま
で
米
側
が
特
に
留
保
す
る
他
の
助
言
と
援
助
の
実
質

的
機
能
と
は
趣
を
異
に
す
る
の
で
、
国
内
的
な
誤
解
を
防
ぐ
た

め
に
も
右
部
分
の
削
除
を
お
願
い
し
た
も
の
で
何
等
他
意
の
あ

る
こ
と
で
は
な
い
。

お
そ
ら
く
、
こ
こ
に
山
中
長
官
の
本
音
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
外
務
省
が
調
査
し
た
文
書
で
は
、
わ
が
国
の
手
続
的
事
項

に
か
か
わ
る
か
ら
と
い
う
、
い
さ
さ
か
わ
か
り
に
く
い
削
除
の
理

由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
閣
議
に
関
連
す
る
部
分
を
さ
し
て
い
る
。

協
議
委
員
会
に
お
け
る
山
中
長
官
の
発
言
で
も
、
削
除
部
分
は
手

続
的
、
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
は
い
る
が
、

本
音
は
、「
国
内
的
な
誤
解
を
防
ぐ
た
め
に
も
」
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

外
の
い
か
な
る
変
更
も
、
米
国
政
府
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。」

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
般
協
議
の
結
果
、
お
手
許

の
合
意
文
書
か
ら
こ
の
部
分
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
、
代
つ
て

こ
の
点
に
つ
い
て
は
了
解
覚
書
に
よ
つ
て
確
認
を
行
な
う
こ
と

と
し
、
米
側
に
御
異
存
が
な
け
れ
ば
、
上
記
覚
書
に
本
日
こ
の

席
で
イ
ニ
シ
ア
ル
を
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

（
通
訳
）

（
マ
イ
ヤ
ー
大
使
よ
り
異
議
な
い
旨
発
言
）

（
通
訳
）

「
で
は
、
イ
ニ
シ
ア
ル
を
行
な
い
ま
す
。」

（
通
訳
）

（
こ
こ
で
愛
知
大
臣
、
山
中
長
官
、
マ
イ
ヤ
ー
大
使
、
イ
ニ

シ
ア
ル
）

イ
ニ
シ
ャ
ル
の
後
、
山
中
長
官
は
発
言
を
求
め
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

一
四
〇
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縄
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政
府
は
従
来
ど
お
り
、
今
後
と
も
米
側
に
対
し
て
友
好
的
な
観

点
か
ら
協
議
を
続
け
て
行
く
所
存
な
る
旨
述
べ
、
米
側
も
こ
れ

を
了
承
し
た
。

沖
縄
へ
の
出
入
問
題
に
触
れ
て
い
る
が
、
非
公
表
の
「
了
解
覚

書
」
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
、

一
一
月
一
九
日
の
『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）
で
は
、「
九
日
の
復
帰

準
備
委
員
会
で
ま
と
ま
っ
た
米
民
政
府
の
権
限
の
一
部
を
日
本
政

府
に
委
譲
す
る
案
に
つ
い
て
、
字
句
を
一
部
修
正
し
た
だ
け
で
承

認
し
た
。
委
譲
さ
れ
る
の
は
琉
球
政
府
へ
の
助
言
機
能
十
四
項
目

な
ど
で
、
い
わ
ば
、〝
形
式
的
〞
な
も
の
。」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

字
句
の
一
部
修
正
が
出
て
く
る
が
、
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
旨
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
日
本
政
府
に
よ
る
琉
球
政
府
へ
の
援
助
計
画
の
実
態

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
第
二
〇
回
協
議
委
員
会
の
議
題

は
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
⑴
「
権
限
移
行
合
意
」
案
の
承
認
の

ほ
か
に
、
⑵
昭
和
四
六
年
度
沖
縄
復
帰
対
策
費
に
関
す
る
日
本
側

説
明
、
⑶
「
沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
」
案
に
関
す
る
日
本
側
説
明
、

⑷
新
聞
発
表
ぶ
り
協
議
、
⑸
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
⑵
と
⑶
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
⑶
の
要

山
中
長
官
の
第
二
の
異
論
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
復
帰
は

目
前
に
迫
っ
て
お
り
、
施
政
権
の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
せ

る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
施
政
権
返
還
前
と
は
い
え
、

依
然
と
し
て
、
日
本
政
府
か
ら
沖
縄
へ
の
援
助
計
画
案
を
閣
議
に

諮
る
前
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
そ
の
承
認
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
閣

議
後
に
同
計
画
案
を
大
幅
に
変
更
す
る
場
合
、
ア
メ
リ
カ
側
の
同

意
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
は
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
と
山
中
長

官
は
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
実
が
公
表
さ
れ
れ
ば
、
日
本

か
ら
の
援
助
計
画
が
、
ア
メ
リ
カ
側
の
強
い
監
督
下
に
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
日
米
の
友
好
関
係
を
損
な
う
要
因
に
も
な
る
。

野
党
か
ら
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
文
言
が
依
然
と
し
て
あ
る
の
か
、

追
究
さ
れ
る
こ
と
も
懸
念
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
件
の
新
聞
発
表
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
関
連
部

分
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

3
．
日
米
双
方
は
さ
ら
に
、
一
一
月
九
日
の
復
帰
準
備
委
員

会
第
七
回
代
表
会
議
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
「
返
還
時
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
民
政
の
諸
権
限
の
日
本
国
へ
の
移
行
を

容
易
に
す
る
た
め
の
合
意
」
を
承
認
し
た
。
そ
の
際
日
本
側
よ

り
、
右
合
意
中
に
琉
球
列
島
の
出
入
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本

一
四
一
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大
統
領
と
総
理
大
臣
は
、
米
国
の
施
政
下
に
あ
る
が
、
同
時

に
日
本
が
潜
在
主
権
を
保
有
す
る
琉
球
及
び
小
笠
原
諸
島
に
関

連
す
る
諸
事
項
に
関
し
、
意
見
を
交
換
し
た
。
大
統
領
は
、
米

国
が
琉
球
住
民
の
安
寧
と
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
一
層
の
努
力

を
払
う
旨
を
確
言
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
努
力
に
対
す
る
日
本
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

協
力
を
歓
迎
す
る

0

0

0

0

0

0

0

旨
述
べ
た
。
総
理
大
臣
は
、
日
本
が
こ
の
目

的
の
た
め
米
国
と
引
き
続
き
協
力
す
る
旨
確
言
し
た
（
22
）
。（
傍
点

は
筆
者
に
よ
る
強
調
。）

傍
点
に
あ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、「
日
本
の
協
力
を
歓

迎
す
る
」
と
日
本
政
府
の
積
極
的
な
関
与
を
は
じ
め
て
承
認
し
た
。

こ
の
結
果
、
一
九
六
一
年
度
の
日
本
政
府
に
よ
る
琉
球
政
府
へ
の

援
助
額
は
、
五
億
四
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

一
一
億
円
（
一
九
六
二
年
度
）、
二
〇
億
円
（
一
九
六
三
年
度
）、

二
〇
億
円
（
一
九
六
四
年
度
）
と
推
移
し
た
。
さ
ら
に
、
表
1
の

「
日
米
協
議
委
員
会
の
開
催
状
況
」
に
記
し
た
よ
う
に
、

一
九
六
五
年
度
以
降
は
、
二
九
億
円
（
一
九
六
五
年
度
）、
五
六

億
円
（
一
九
六
六
年
度
）、
一
〇
四
億
円
（
一
九
六
七
年
度
）、

一
五
四
億
円
（
一
九
六
八
年
度
）、
二
一
七
億
円
（
一
九
六
九
年

度
）、
二
三
〇
億
円
（
一
九
七
〇
年
度
）、
五
六
七
億
円

綱
に
し
た
が
い
、
一
九
七
一
年
度
の
沖
縄
に
対
す
る
日
本
政
府
援

助
金
の
要
求
額
が
決
ま
る
と
い
う
関
係
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
、

沖
縄
・
北
方
対
策
庁
の
琉
球
政
府
に
対
す
る
一
般
会
計
援
助
予
算

（「
沖
縄
復
帰
対
策
費
」）
で
あ
る
。
こ
の
沖
縄
復
帰
対
策
費
は
、

一
九
七
二
年
中
に
沖
縄
が
本
土
に
復
帰
す
る
こ
と
に
備
え
、「
施

政
権
の
移
転
及
び
沖
縄
県
へ
の
移
行
等
諸
般
の
復
帰
施
策
を
円
滑

に
行
な
う
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
及
び
教
育
水
準
の
充
実
向
上
、

産
業
経
済
の
開
発
等
豊
か
な
沖
縄
県
を
建
設
す
る
た
め
の
施
策
に

要
す
る
経
費
」
と
な
っ
て
い
る
（
20
）
。

こ
の
日
本
政
府
か
ら
琉
球
政
府
へ
の
直
接
援
助
が
開
始
さ
れ
る

の
は
、
一
九
六
〇
年
七
月
、
ア
メ
リ
カ
で
「
琉
球
列
島
の
経
済
的
、

社
会
的
発
展
を
促
進
す
る
法
律
」（
プ
ラ
イ
ス
法
）
が
可
決
さ
れ
、

さ
ら
に
、
一
九
六
一
年
六
月
の
池
田
勇
人
総
理
と
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
ー
大
統
領
と
の
日
米
首
脳
会
談
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
（
21
）
。

そ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
日
本
政
府
か
ら
の
直
接
援
助
を
ゆ

る
す
と
、
日
本
政
府
の
発
言
権
が
増
す
の
を
お
そ
れ
、
消
極
的

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
会
談
の
際
に
発
出
さ
れ
た
共
同
声
明
で
は
、

こ
の
点
に
関
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
四
二



沖
縄
の
施
政
権
移
行
期
に
交
わ
さ
れ
た
密
約
（
信
夫
）

（
一
〇
六
七
）

一
九
六
七
年
度
を
境
に
、
事
実
上
、
施
政
権
返
還
が
始
ま
っ
て
い

た
と
理
解
で
き
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
第
二
〇
回
協
議
委
員
会
に
お
け
る
山
中
長

官
の
異
論
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
山
中
長
官
と

し
て
は
、
財
政
的
に
琉
球
政
府
を
支
援
し
て
い
る
の
は
日
本
政
府

で
あ
り
、
そ
の
援
助
計
画
に
依
然
と
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
の
承
認

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
は
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
と
の
思
い
が

あ
っ
た
。
け
っ
き
ょ
く
、「
権
限
移
行
合
意
」
案
か
ら
、
ア
メ
リ

カ
側
の
承
認
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
あ
か
ら
さ

ま
な
表
現
は
削
除
さ
れ
、
非
公
表
の
「
了
解
覚
書
」
と
い
う
形
で

決
着
を
み
た
。四

．
密
約
の
手
口

以
上
か
ら
、「
了
解
覚
書
」
が
密
約
と
し
て
締
結
さ
れ
た
経
緯

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
以
下

の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ひ
と
つ
は
、「
了
解
覚
書
」
が

な
ぜ
密
約
と
い
え
る
の
か
を
確
認
し
て
お
く
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

密
約
を
締
結
す
る
手
口
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、

「
了
解
覚
書
」
の
意
義
を
述
べ
る
。

第
二
〇
回
日
米
協
議
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
一
一

（
一
九
七
一
年
）
と
増
大
し
て
い
っ
た
（
23
）
。

こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
琉
球
政
府
へ
の
援
助
額
の
推

移
を
み
て
み
よ
う
。
援
助
額
に
は
、
プ
ラ
イ
ス
法
に
よ
っ
て
、
も

と
も
と
上
限
が
課
さ
れ
て
い
た
。
プ
ラ
イ
ス
法
が
成
立
し
た

一
九
六
〇
年
の
時
点
で
は
、
援
助
額
の
上
限
は
六
〇
〇
万
ド
ル

（
二
一
億
六
〇
〇
〇
万
円
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
法
は
、

一
九
六
二
年
と
一
九
六
七
年
に
改
正
さ
れ
、
上
限
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
二
〇
〇
万
ド
ル
（
四
三
億
二
〇
〇
〇
万
円
）
と
一
七
五
〇
万

ド
ル
（
六
三
億
円
）
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
実
際
の
援
助
額
は
、

一
九
六
五
年
度
か
ら
一
九
六
八
年
度
ま
で
は
ほ
ぼ
同
額
で

一
二
〇
〇
万
ド
ル
（
四
三
億
二
〇
〇
〇
万
円
）、
そ
の
後
、
日
本

円
で
示
す
と
、
一
九
六
九
年
度
が
約
五
六
億
円
、
一
九
七
〇
年
度

が
約
六
三
億
円
と
な
っ
て
い
る
（
24
）
。

先
の
日
本
の
援
助
額
と
比
較
す
る
と
、
一
九
六
七
年
度
以
降
、

日
米
間
の
援
助
額
に
お
お
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
背
景
と
し
て
、
一
九
六
七
年
一
一
月
の
佐
藤
栄
作
総
理
と
リ
ン

ド
ン
・
Ｂ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と
の
会
談
に
お
い
て
、
両
三
年

以
内
に
、
沖
縄
の
施
政
権
の
返
還
時
期
を
定
め
る
こ
と
が
決
ま
り
（
25
）
、

そ
れ
が
お
お
き
く
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
沖
縄
へ
の

財
政
支
援
と
い
う
視
点
か
ら
施
政
権
返
還
を
と
ら
え
る
と
、

一
四
三
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第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
六
八
）

は
、
国
内
に
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
文
案
の

削
除
を
要
請
し
、
米
側
も
そ
れ
を
了
承
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
済
め

ば
、
密
約
う
ん
ぬ
ん
と
い
う
問
題
は
生
じ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
削
除
さ
れ
た
部
分
が
、
そ
の
ま
ま
「
了
解
覚
書
」
と
い
う
非
公

表
文
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
愛
知
外
務
大
臣
、
山
中
長
官
、
マ
イ

ヤ
ー
駐
日
大
使
が
イ
ニ
シ
ャ
ル
し
た
。

山
中
長
官
は
、
同
会
合
に
お
い
て
、
削
除
さ
れ
た
部
分
に
つ
い

て
、「
米
側
の
機
能
は
手
続
的
、
形
式
的
な
も
の
で
あ
り
、
復
帰

時
ま
で
米
側
が
特
に
留
保
す
る
他
の
助
言
と
援
助
の
実
質
的
な
機

能
と
は
趣
を
異
に
す
る
（
26
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
手
続
的
、
形

式
的
」
と
い
う
面
は
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
援
助
計

画
案
は
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
側
が
提
示
し
、
そ
の
後
、
日
本
側
が

対
案
を
出
し
、
最
終
的
に
協
議
委
員
会
で
合
意
に
至
る
と
い
う
手

順
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
側
提
案
は
、
日
米
間

の
非
公
式
折
衝
で
あ
る
程
度
合
意
し
た
う
え
で
、
協
議
委
員
会
に

提
示
さ
れ
る
慣
行
で
あ
っ
た
（
27
）
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
削
除
の
ま
ま
で
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
側
は
そ
の
監
督
機
能
が
継
続
さ
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
一
方
、
日
本
側
で
は
、
国
内
で
誤
解
を
招
か

な
い
よ
う
に
と
の
理
由
で
、「
了
解
覚
書
」
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

月
の
時
点
で
は
、
一
九
七
二
年
の
い
つ
返
還
が
実
施
さ
れ
る
の
か
、

具
体
的
に
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
最
長
で
も
、
二
年
ほ

ど
（
一
九
七
二
年
末
ま
で
）
で
返
還
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
が
有
し
て
き
た
民
政
権
を
、
日
本
側
に
段
階
的
に

移
行
し
、
施
政
権
の
返
還
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
権

限
移
行
合
意
」
が
締
結
さ
れ
た
。

そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、「
権
限
移
行
合
意
」
案
3
．⑴
で
、

「
琉
球
政
府
に
対
す
る
日
本
国
政
府
援
助
計
画
の
管
理
に
関
す
る

監
督
」
を
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
日
を
も
っ
て
停
止
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、「
合
意
」
案
に
は
、「
米
国
政
府
は
、
日
本

国
政
府
の
閣
議
で
承
認
を
求
め
る
前
に
行
う
日
本
国
政
府
の
援
助

計
画
案
の
最
終
的
検
討
、
承
認
機
能
の
遂
行
を
継
続
す
る
。
さ
ら

に
、
援
助
計
画
に
関
す
る
閣
議
承
認
後
そ
の
計
画
の
軽
微
な
変
更

以
外
の
い
か
な
る
変
更
も
、
米
国
政
府
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。」

と
の
文
言
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
米
国
に
よ
る
「
監
督
」
の
中
身
で
あ
る
。
直
裁
に
い
え

ば
、
日
本
政
府
か
ら
琉
球
政
府
へ
の
援
助
計
画
は
、
返
還
時
期
が

間
近
に
迫
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
前
ど
お
り
、
米
政
府

の
承
認
や
同
意
を
必
要
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
反
発
し
た
の
が
山
中
総
務
長
官
で
あ
る
。
こ
の
文
案
で

一
四
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縄
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権
移
行
期
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さ
れ
た
密
約
（
信
夫
）

（
一
〇
六
九
）

約
」
と
さ
れ
、
文
書
で
確
認
で
き
る
も
の
は
い
く
つ
か
あ
る
。
そ

れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
表
2
で
あ
る
（
29
）
。

な
か
で
も
、
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
の

安
保
改
定
時
に
お
け
る
、
事
前
協
議
に
関
す
る
「
討
議
の
記
録
」

や
「
第
一
回
安
全
保
障
協
議
委
員
会
の
た
め
の
議
事
録
」（
朝
鮮

議
事
録
）
が
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
返
還
時
は
、
財
政
密
約
と
し
て

「
了
解
覚
書
」（
柏
木
・
ジ
ュ
ー
リ
ッ
ク
）、「
議
論
の
要
約
」（
吉

野
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
）
な
ど
が
あ
る
。

た
だ
し
、
日
本
側
で
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
文
書
も
英
文
の

写
し
で
あ
り
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

「
権
限
移
行
合
意
」
案
に
も
と
づ
く
「
了
解
覚
書
」
は
、
日
本

文
・
英
文
い
ず
れ
も
そ
ろ
い
、
両
方
に
イ
ニ
シ
ャ
ル
（
愛
知
大
臣

は
、
日
本
文
で
は
「
愛
知
」
と
署
名
）
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

完
全
な
密
約
文
書
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
表
2
に
挙
げ
た
密
約
と
さ
れ
る
文
書
の
場
合
、
そ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
の
か
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
佐
藤
総
理
の
密
使
を
つ
と
め
た
若
泉
敬
が
、
そ

の
著
書
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』
で
、
沖
縄
核
持
ち

込
み
密
約
締
結
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
、
そ
れ
は
例

外
で
あ
る
（
30
）
。
こ
れ
に
対
し
、「
了
解
覚
書
」
の
交
わ
さ
れ
る
プ
ロ

つ
ま
り
、「
琉
球
政
府
に
対
す
る
日
本
国
政
府
援
助
計
画
の
管

理
に
関
す
る
監
督
」
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
側
が
こ
れ
ま
で
通

り
監
督
す
る
権
利
を
有
し
、
日
本
側
は
監
督
さ
れ
る
義
務
を
負
う

こ
と
を
非
公
表
文
書
で
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
こ
で
、
わ
ざ
わ
ざ
権
利
・
義
務
を
持
ち
出
し
た
か
と
い

え
ば
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
密
約
に
関
す
る
有
識
者

委
員
会
報
告
書
で
は
、「
両
国
間
の
合
意
あ
る
い
は
了
解
で
あ
っ

て
、
国
民
に
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
合

意
や
了
解
と
異
な
る
重
要
な
部
分
（
追
加
的
に
重
要
な
権
利
や
自

由
を
他
国
に
与
え
る
か
、
あ
る
い
は
重
要
な
義
務
や
負
担
を
自
国

に
引
き
受
け
る
内
容
）
を
持
つ
も
の
（
28
）
」
と
限
定
さ
れ
た
定
義
が
用

い
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
密
約
を
こ
の
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
限
定
す

る
必
要
性
は
ま
っ
た
く
な
い
（
約
束
で
あ
る
以
上
、
な
ん
ら
か
の

権
利
・
義
務
が
生
ず
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
が
）。
そ
の
点
を

重
視
す
る
よ
り
も
、
公
表
す
れ
ば
政
府
に
と
っ
て
不
都
合
な
約
束

で
あ
り
、
国
会
・
国
民
の
目
か
ら
隠
蔽
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る

の
が
密
約
で
あ
る
。

今
回
、
非
公
表
の
「
了
解
覚
書
」
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
密
約
が
ど
の
よ
う
に
し
て
締
結
さ
れ
る
の
か
、

そ
の
手
口
と
い
っ
た
も
の
も
明
確
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、「
密

一
四
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
七
〇
）

表
2
　
密
約
と
い
わ
れ
る
文
書

文
書
名

年
月
日

内
容

イ
ニ
シ
ャ
ル
等

備
考

S
tatem

ent by the C
hairm

an of the Japanese 
S
ide of the C

rim
inal P

anel, Jurisdiction S
ub-

C
om
m
ittee of the Joint C

om
m
ittee w

ith respect 
to P

aragraph 3 of the P
rotocol of 29 

S
eptem

ber 1953, am
ending A

rticle X
V
II of the 

A
dm
inistrative A

greem
ent（

英
文
の
み
）

1953年
10月

28日

米
軍
関
係
者
の
犯
罪
に
つ
い
て
，
重
大
な

場
合
を
除
き
，
日
本
側
が
裁
判
権
を
行
使

す
る
つ
も
り
は
な
い
と
す
る
，
法
務
省
津

田
實
総
務
課
長
の
一
方
的
発
言

写
し
と
み
ら
れ
る
文
書
，
日
本
側
に
あ
り
。

た
だ
し
，
署
名
は
な
し
。
津
田
課
長
の
署

名
入
り
文
書
は
，
ア
メ
リ
カ
側
よ
り
提
供

さ
れ
た
。

日
本
政
府
の
一
方
的
な
政
策
の
表
明
に
し

か
過
ぎ
ず
，「
合
意
」
で
は
な
い
と
し
て
，

日
米
両
政
府
と
も
密
約
を
否
定
。

D
raft M

inutes(T
he Joint C

om
m
ittee)（

英
文
の

み
）

1953年
12月

17日
緊
急
時
に
は
，
合
同
委
員
会
の
枠
外
で
，

奄
美
群
島
の
施
設
・
区
域
を
使
用
で
き
る

含
み
を
残
し
て
い
る
。

米
側
の
文
書
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
な
し
。

奄
美
群
島
に
関
す
る
協
定
締
結
時
の
12月

24日
に
な
ん
ら
か
の
対
処
が
な
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
が
，
現
時
点
で
は
，
12月

17日
付
け
の
ド
ラ
フ
ト
の
み
が
確
認
で
き
る
。

R
ecord of D

iscussion（
英
文
の
み
）「
討
議
の
記
録
」

あ
る
い
は
「
討
論
の
記
録
」
と
訳
さ
れ
る
。

1960年
1
月
6
日

安
保
改
定
時
，
核
搭
載
艦
船
の
領
海
通
過
，

寄
港
に
つ
い
て
事
前
協
議
の
対
象
か
ら
除

外
す
る
と
の
日
米
間
の
秘
密
の
了
解

写
し
と
み
ら
れ
る
文
書
，
日
本
側
に
あ
り
。

藤
山
外
務
大
臣
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
駐
日
大

使
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
な
し
。

M
inutes for F

irst M
eeting of S

ecurity 
C
onsultative C

om
m
ittee（

英
文
の
み
）「
第
一
回
安

全
保
障
協
議
委
員
会
の
た
め
の
議
事
録
」

1960年
1
月
6
日

安
保
改
定
時
，
朝
鮮
半
島
有
事
に
お
け
る

米
軍
の
戦
闘
作
戦
行
動
を
事
前
協
議
な
し

に
認
め
る
と
す
る
非
公
表
文
書

写
し
と
み
ら
れ
る
文
書
，
日
本
側
に
あ
り
。

藤
山
外
務
大
臣
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
駐
日
大

使
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
な
し
。

A
greed M

inute of Joint C
om
m
unique of U

nited 
S
tates P

resident N
ixon and Japanese P

rim
e 

M
inister S

ato on N
ovem

ber 21, 1969（
英
文
の

み
）

1969年
11月

19日

返
還
後
の
沖
縄
に
重
大
な
事
態
が
生
じ
，

米
側
が
核
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
の
事
前

協
議
を
申
し
出
た
場
合
，
日
本
側
は
こ
れ

を
認
め
る
と
の
約
束

外
務
省
に
は
文
書
な
し
。
た
だ
し
，
故
佐

藤
栄
作
総
理
の
次
男
・
佐
藤
信
二
氏
が
，

ニ
ク
ソ
ン
と
佐
藤
の
署
名
入
り
の
文
書
を

公
表
。

M
em
o（
英
文
の
み
）

「
了
解
覚
書
」

1969年
12月

2
日

沖
縄
返
還
協
定
に
記
さ
れ
た
3
億
2000万

ド
ル
を
大
幅
に
超
え
る
財
政
的
な
補
償
を

日
本
政
府
は
約
束

米
側
の
文
書
。
大
蔵
省
の
柏
木
雄
介
財
務

官
と
財
務
省
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
Ｊ
・
ジ
ュ
ー

リ
ッ
ク
特
別
補
佐
官
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
あ

る
。

M
em
o（
英
文
の
み
）

1971年
6
月
11日

V
O
A
の
国
外
移
転
費
1600万

ド
ル
を
日

本
側
が
負
担
す
る
と
の
約
束

米
側
の
文
書
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
し
。

S
um
m
ation of D

iscussion of A
rticle IV

, P
ara 3

（
英
文
の
み
）

「
議
論
の
要
約
」

1971年
6
月
12日

米
軍
側
が
自
発
的
に
支
払
う
と
さ
れ
て
い

た
軍
用
地
の
現
状
回
復
費
400万

ド
ル
を

日
本
側
が
負
担
す
る
と
の
約
束

米
側
の
文
書
。
吉
野
文
六
ア
メ
リ
カ
局
長

の
B
Y
と
い
う
イ
ニ
シ
ヤ
ル
が
あ
る
。

出
所
：
主
に
筆
者
が
収
集
し
，
作
成
し
た
。

一
四
六



沖
縄
の
施
政
権
移
行
期
に
交
わ
さ
れ
た
密
約
（
信
夫
）

（
一
〇
七
一
）

「
了
解
覚
書
」
の
作
成
経
緯
を
み
る
と
、
日
本
側
に
と
っ
て
は

公
表
す
る
の
が
不
都
合
な
部
分
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
側
は
そ
れ

を
文
書
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
場
合
、
密
約
に
す
る
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
も
あ
る
か
の
よ
う
な
手
際
の
良
さ
で
あ
っ
た
。
こ
こ

か
ら
、
今
日
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
処
理
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
事
例
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

（
1
） 

有
識
者
委
員
会
「
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
有
識

者
委
員
会
報
告
書
」、
二
〇
一
〇
年
三
月
九
日
、
四
頁
、
外
務
省

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。

（
2
） 

在
日
米
国
大
使
館
「
沖
縄
の
経
済
援
助
に
関
し
て
、
ラ
イ
シ

ヤ
ワ
ー
駐
日
米
大
使
が
二
日
大
平
外
相
に
対
し
て
行
な
つ
た
声
明

全
文
」、
一
九
六
二
年
一
一
月
二
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：0120-2001-

02664

、C
D
-R
 H
22-005

、
外
交
史
料
館
。

（
3
） 

外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
可
能
。

（
4
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
一
二
月
六
日
。

（
5
） 

日
米
協
議
委
員
会
第
一
回
か
ら
第
二
一
回
の
会
議
の
様
子
に

つ
い
て
は
、C

D
-R
 H
22-005

、
お
よ
び
、C

D
-R
 H
27-001

、
外

交
史
料
館
を
参
照
。
た
だ
、
沖
縄
の
施
政
権
返
還
決
定
直
後
の
第

一
八
回
の
史
料
は
、
い
ま
だ
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

（
6
） 

外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
可
能
。

（
7
） 
「
私
の
履
歴
書　

山
中
貞
則
⑳
」『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
七
年
六
月
二
一
日
。

セ
ス
は
、
き
わ
め
て
明
瞭
だ
。
準
備
委
員
会
の
「
権
限
移
行
合

意
」
案
に
は
日
本
か
ら
沖
縄
へ
の
援
助
計
画
案
に
対
す
る
米
民
政

府
の
承
認
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
山
中
総
務
長
官
が
こ
れ

に
異
論
を
と
な
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
文
書
1
に
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
、
第
二
〇
回
日
米
協
議
委
員
会
開
催
の

前
日
（
一
一
月
一
八
日
）
の
午
後
五
時
に
、
当
該
部
分
の
削
除
が

決
ま
り
、
そ
の
代
わ
り
、「
了
解
覚
書
」（
文
書
2
）
が
作
成
さ
れ
、

翌
日
の
同
委
員
会
で
承
認
さ
れ
て
い
る
。

削
除
の
理
由
は
、
沖
縄
返
還
が
間
近
に
迫
り
、
ま
た
、
援
助
費

も
前
年
か
ら
倍
増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
の
援

助
が
い
ま
だ
に
ア
メ
リ
カ
側
の
監
督
下
に
あ
る
の
で
は
、
国
会
・

国
民
へ
の
説
明
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、「
施
政
権
」
と
い
う
権
利
が
、
返
還
ま
で

存
在
す
る
と
い
う
形
式
的
な
面
に
こ
だ
わ
る
。
そ
の
解
決
策
が
非

公
表
の
「
了
解
覚
書
」
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
第
一
九
回
日
米
協

議
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
「
復
帰
準
備
及
び
準
備
委
員
会
の
作
業

の
た
め
の
原
則
及
び
指
針
」（
一
九
七
〇
年
四
月
二
一
日
）
で
も
、

「
返
還
の
時
ま
で
は
、
沖
縄
に
お
け
る
米
国
の
施
政
権
は
そ
の
ま

ま
保
持
さ
れ
る
こ
と
（
31
）
。」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
面

子
も
保
つ
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
四
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
七
二
）

（
17
） 

「
返
還
時
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
民
政
の
諸
権
限
の
日

本
国
へ
の
移
行
を
容
易
に
す
る
た
め
の
合
意
」（
秘
）、
一
九
七
〇

年
一
一
月
九
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：
沖
縄
関
係
／
日
米
協
議
委
員
会

開
催
関
係
、C

D
-R
 H
27-001

、
外
交
史
料
館
。

（
18
） 

“M
em
orandum

 of U
nderstanding”

（C
onfidential

）, 
N
ovem

ber 17, 1970,

「
了
解
覚
書
」（
極
秘
）、
一
九
七
〇
年
一
一

月
一
九
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：
沖
縄
関
係
／
日
米
協
議
委
員
会
開
催

関
係
、C

D
-R
 H
27-001

、
外
交
史
料
館
。

（
19
） 

「
沖
縄
に
関
す
る
日
米
協
議
委
員
会
第
二
〇
回
会
合　

議
長
用

メ
モ
」
一
九
七
〇
年
一
一
月
一
九
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：
沖
縄
関
係

／
日
米
協
議
委
員
会
開
催
関
係
、C

D
-R
 H
27-001

、
外
交
史
料
館
。

（
20
） 

「
日
米
協
議
委
員
会
に
お
け
る
総
務
長
官
発
言
」、
フ
ァ
イ
ル

名
：
沖
縄
関
係
／
日
米
協
議
委
員
会
開
催
関
係
、C

D
-R
 H
27-001

、

外
交
史
料
館
。

（
21
） 

こ
の
点
で
参
考
に
な
る
の
は
、
池
宮
城
秀
正
『
琉
球
列
島
に

お
け
る
公
共
部
門
の
経
済
活
動
』
同
文
館
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
お

よ
び
、
櫻
井
溥
「
祖
国
復
帰
前
の
沖
縄
に
対
す
る
財
政
措
置
の
あ

ら
ま
し
│
昭
和
財
政
史
で
語
ら
れ
な
い
事
実
」『
弘
前
大
学
経
済
研

究
』、
第
二
二
号
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、
四
一
│
五
三
頁
で
あ
る
。

（
22
） 

細
谷
・
他
（
編
）『
日
米
関
係
資
料
集　

一
九
四
五
│
九
七
』、

五
二
二
頁
。

（
23
） 

た
だ
し
、
表
1
の
注
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
琉
球
政
府
の
会

計
年
度
と
日
本
政
府
の
そ
れ
は
異
な
り
、
金
額
に
は
、
若
干
、
違

い
が
生
じ
る
。
こ
こ
で
は
、
援
助
額
の
増
加
を
み
る
こ
と
を
重
視

（
8
） 

細
谷
千
博
・
他
（
編
）『
日
米
関
係
資
料
集　

一
九
四
五
│

九
七
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
五
二
二
頁
。

（
9
） 
「
沖
縄
の
復
帰
準
備
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文
」、
一
九
七
〇
年
三
月
三
日
（
外
務
省

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
を
参
照
。

（
10
） 

第
七
回
準
備
委
員
会
に
つ
い
て
は
、「
第
七
回
（
昭
和

四
五
・
十
一
・
九
）」、
フ
ァ
イ
ル
名
：0120-2001-02668

、C
D
-R
 

H
22-005

、
外
交
史
料
館
を
参
照
。

（
11
） 

ア
メ
リ
カ
局
北
米
第
一
課
「
沖
縄
に
関
す
る
日
米
協
議
委
員

会
第
二
〇
回
会
合
に
つ
い
て
」（
取
扱
注
意
）、
一
九
七
〇
年
一
一

月
一
九
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：
沖
縄
関
係
／
日
米
協
議
委
員
会
開
催

関
係
、C

D
-R
 H
27-001

、
外
交
史
料
館
。

（
12
） 

北
米
一
「
第
二
〇
回
協
議
委
員
会
議
題
に
つ
い
て
」（
秘
）、

一
九
七
〇
年
一
一
月
一
九
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：
沖
縄
関
係
／
日
米

協
議
委
員
会
開
催
関
係
、C
D
-R
 H
27-001

、
外
交
史
料
館
。

（
13
） 

『
参
議
院
決
算
委
員
会
（
第
六
十
三
回
国
会
閉
会
後
）
会
議
録
』

第
七
号
、
一
九
七
〇
年
一
〇
月
七
日
、
一
〇
│
一
一
頁
。

（
14
） 

愛
知
外
務
大
臣
発
在
米
牛
場
大
使
・
在
沖
縄
高
瀬
大
使
宛
公

信
北
米
一
合
第
四
三
六
五
号
「
沖
縄
に
関
す
る
日
米
協
議
委
員
会

第
二
〇
回
会
合
の
記
録
の
送
付
」（
極
秘
）、
一
九
七
〇
年
一
二
月

三
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：
沖
縄
関
係
／
日
米
協
議
委
員
会
開
催
関
係
、

C
D
-R
 H
27-001

、
外
交
史
料
館
。

（
15
） 

同
右
。

（
16
） 

同
右
。

一
四
八



沖
縄
の
施
政
権
移
行
期
に
交
わ
さ
れ
た
密
約
（
信
夫
）

（
一
〇
七
三
）

部
謙
介
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
沖
縄
経
済
処
分
│
密
約
と
ド
ル
回
収
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
波
多
野
澄
雄
『
歴
史
と
し
て
の
日
米

安
保
条
約
│
機
密
外
交
記
録
が
明
か
す
「
密
約
」
の
虚
実
』
岩
波

書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
我
部
政
明
『
沖
縄
返
還
と
は
何
だ
っ
た
の

か
│
日
米
戦
後
交
渉
史
の
中
で
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
〇

年
、
吉
田
敏
浩
『
密
約
│
日
米
地
位
協
定
と
米
兵
犯
罪
』
毎
日
新

聞
社
、
二
〇
一
〇
年
、
布
施
祐
仁
『
日
米
密
約
│
裁
か
れ
な
い
日

米
犯
罪
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
山
本
英
正
『
米
兵
犯
罪
と

日
米
密
約
│
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
の
隠
さ
れ
た
真
実
』
明
石
書
店
、

二
〇
一
五
年
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
『
奄
美
返
還
と

日
米
関
係
│
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
奄
美
・
沖
縄
占
領
と
ア
ジ
ア
戦
略
』

南
方
新
社
、
二
〇
〇
三
年
な
ど
が
あ
る
。

（
30
） 

若
泉
敬
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』
文
藝
春
秋
、

一
九
九
四
年
。

（
31
） 

ア
メ
リ
カ
局
「
復
帰
準
備
及
び
準
備
委
員
会
の
作
業
の
た
め

の
原
則
及
び
指
針　

昭
和
四
五
年
四
月
二
一
日
採
択
」（
極
秘
）、

一
九
七
〇
年
四
月
一
八
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：
沖
縄
関
係
／
日
米
協

議
委
員
会
開
催
関
係
、C

D
-R
 H
27-001

、
外
交
史
料
館
。

し
た
。

（
24
） 

池
宮
城
『
琉
球
列
島
に
お
け
る
公
共
部
門
の
経
済
活
動
』、

一
六
六
│
一
六
八
頁
。

（
25
） 
細
谷
・
他
（
編
）『
日
米
関
係
資
料
集　

一
九
四
五
│
九
七
』、

七
四
九
頁
。

（
26
） 

愛
知
外
務
大
臣
発
在
米
牛
場
大
使
・
在
沖
縄
高
瀬
大
使
宛
公

信
北
米
一
合
第
四
三
六
五
号
「
沖
縄
に
関
す
る
日
米
協
議
委
員
会

第
二
〇
回
会
合
の
記
録
の
送
付
」（
極
秘
）、
一
九
七
〇
年
一
二
月

三
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：
沖
縄
関
係
／
日
米
協
議
委
員
会
開
催
関
係
、

C
D
-R
 H
27-001

、
外
交
史
料
館
。

（
27
） 

北
米
「
昭
和
四
四
会
計
年
度
日
本
政
府
沖
縄
向
援
助
に
関
す

る
日
米
協
議
委
員
会
開
催
の
経
緯
」（
極
秘
）、
一
九
六
八
年
一
〇

月
二
六
日
、
フ
ァ
イ
ル
名
：
沖
縄
関
係
／
日
米
協
議
委
員
会
開
催

関
係
、C

D
-R
 H
27-001

、
外
交
史
料
館
。

（
28
） 

有
識
者
委
員
会
「
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る
有
識

者
委
員
会
報
告
書
」、
四
頁
。

（
29
） 

日
米
密
約
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
信
夫
隆
司
『
若
泉
敬

と
日
米
密
約
│
沖
縄
返
還
と
繊
維
交
渉
を
め
ぐ
る
密
使
外
交
』
日

本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
、
信
夫
隆
司
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前

協
議
制
度
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
、
信
夫
隆
司
「
在
日
米
軍
の

刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
」『
法
学
紀
要
』
第

五
七
巻
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
一
三
三
│
一
八
二
頁
、
太
田
昌
克

『
日
米
「
核
密
約
」
の
全
貌
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
太
田
昌

克
『
秘
録
│
核
ス
ク
ー
プ
の
裏
側
』
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
、
軽

一
四
九
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